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【公開番号】特開2012-219375(P2012-219375A)
【公開日】平成24年11月12日(2012.11.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-047
【出願番号】特願2012-70500(P2012-70500)
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【ＦＩ】
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   Ｆ０１Ｄ   25/00     　　　Ｌ
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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月25日(2015.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属基材（３０４）上に酸化物分散強化皮膜を形成する方法（１００）であって、
　ＭＣｒＡｌＹ合金粒子を粉砕して、微粉体にして該粉体に含まれるＭＣｒＡｌＹ合金粒
子の２５体積％以上が５μｍ未満の粒径を有する微粉体を形成するステップと、
　微粉体を、追加のＭＣｒＡｌＹ合金粒子であってその９０体積％以上が５μｍ超の粒径
を有する追加のＭＣｒＡｌＹ合金粒子と混合して、粉体混合物を形成するステップと、
　粉体混合物を金属基材（３０４）に施工して皮膜を形成するステップと、
　粉体混合物を加熱して皮膜内に酸化物分散質を析出させるステップと
を含む方法（１００）。
【請求項２】
　前記ＭＣｒＡｌＹ合金粒子を粉砕するステップが、ＭＣｒＡｌＹ合金粒子をボールミル
することを含む、請求項１記載の方法（１００）。
【請求項３】
　前記粉体混合物を金属基材に施工するステップが、粉体混合物を溶射することを含む、
請求項１又は請求項２記載の方法（１００）。
【請求項４】
　前記粉体混合物を加熱するステップが、粉体混合物を金属基材（３０４）に施工する際
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に粉体混合物を加熱することを含む、請求項１乃至請求項３のいずれか１項記載の方法（
１００）。
【請求項５】
　前記粉体混合物を加熱するステップが、粉体混合物を金属基材（３０４）に施工して皮
膜を形成した後に粉体混合物を加熱することを含む、請求項１乃至請求項３のいずれか１
項記載の方法（１００）。
【請求項６】
　前記酸化物分散質が、酸化イットリウム、酸化クロム、酸化アルミニウム及びこれらの
混合物の少なくとも１種を含む、請求項１乃至請求項５のいずれか１項記載の方法（１０
０）。
【請求項７】
　前記酸化物分散質が１μｍ未満の平均粒径を有する、請求項１乃至請求項６のいずれか
１項記載の方法（１００）。
【請求項８】
　前記ＭＣｒＡｌＹ合金粒子に酸化物形成性添加剤を添加することをさらに含む、請求項
１乃至請求項７のいずれか１項記載の方法（１００）。
【請求項９】
　前記酸化物形成性添加剤が、モリブデン、チタン、タングステン、マンガン、クロム、
イットリウム及びこれらの混合物を含む、請求項８記載の方法（１００）。
【請求項１０】
　前記皮膜がボンドコートをなし、当該方法がさらに、ボンドコート（３０２）の上に遮
熱コーティング（３０６）を施工することをさらに含む、請求項１乃至請求項９のいずれ
か１項記載の方法（１００）。
【請求項１１】
　前記追加のＭＣｒＡｌＹ合金粒子の９０体積％以上が５５～１１０μｍの粒径を有する
、請求項１乃至請求項１０のいずれか１項記載の方法（１００）。
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